
　暑さもややしのぎやすくなり、秋めいてきました。文化の秋、芸術の秋です。
　身の回りに花を飾って、生活に彩りを加えてみませんか。
　「沖縄の統計」にもデータを掲載している花きの市場取扱状況ですが、今回は平成19年の
市場取扱状況を、数量と単価についてグラフ化してみました。

　　；沖縄県花き園芸協会（沖縄県農林水産部園芸振興課内）

沖縄県は小ギクの全国一の
産地で、3月の彼岸時期に
は、県外への移送のため
チャーター便を出すほどで
す。県内行事でもおなじみの
花です。

極楽鳥花とも呼ばれるストレ
リチア（ストレチア）は、沖縄ら
しいトロピカルフラワーの代表
格とも言えるでしょう。
やはり夏から秋にかけての生
産量が多くなっています。

グリーンは花束やフラワーア
レンジメントに欠かせません
が、沖縄はオオタニワタリや
タマシダなど、多くの葉物を
生産しています。
中でも、ポピュラーなアレカ
ヤシは、一年を通じて生産さ
れ、価格も安定しています。 資料；中央卸売市場（http://www.pref.okinawa.jp/oroshiuri/newpage1.htm）

花を飾ってみませんか？（～中央卸売市場のデータより
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